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目一的　 高齢 者婦人 の衣 生活も 、そ の多 くは既 制衣料で 占められ ているが、前 調 査により

素 材に 対す る関心 が高い 結果を 得た。 衣服材料 の嗜好には、 心身 的お よ び生活的 な見 地か

ら 何ら か の要因目的があ って 選択 されて いる のでは ない かと考え られる。今 回は 特に風合

い を中 心に 、積年 による変化 の有 無につ いて 取り上 げ究 明し た。

方 法　 対象は 、2   0 才 代5    0名、5    0才代、6    0才 代、7    0才 代各2    5名 の計12    5名

で ある。 試料は 市販の 服地お よびメ ーカー服地 サｙ プ ルから4    8種類を 抽 出し、3 0  cm X

３ 0 cm のサ イズ とし た。 夏 服ワンピ ースとし て 着用す るのに 最も好 まし い 素材上位 ３位 ま

で を手ざ わりに より選択さ せ、そ れぞれ の 選択理 由につ いて も 質問し た。 次に選 出頻度の

高 い ものから上 位1    0 種類につい て、H   E S   C、 風合 い 評価 標準 の６項 目につい て照合し、

試料 の 風合い値を 調べた。 さらに 嗜好 の要 因につ い ても分類を 試 み、2    0才代 と 比較する

こ とにより高齢 者の 素材に 対する 特徴を 検討し た。

結 果　 夏服 ワン ピース 素材として 、高 齢者、 若｡齢者の嗜好 の共通点は41 こ･じ があり 、

“ し ゃり感 ”のあ る 風合いで あり、“ ふくら み ”を持たない 素材 であ った。 な軸 若齢者 が

選択の大 きな要 因とし ている“ きし み ”、“ し な’やかざ は 高齢 者は必 要とし なか った。

また、 高齢になる にし たがって 、 素材感 知 の感 覚が 緩慢と なり、高 齢者 の嗜 好する 風合い

に は表一面効果、 織り組 織との関 連が 強く見受け られた。
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